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近年、カーボンナノチューブ（CNT）やグラ

フェンを用いた整流デバイスの作製や光応答

性 1)の報告が多数なされている。カーボンナノ

ホーン(CNH)もナノカーボン材料の一種で

1998年に NEC飯島らによって発見された。2) 

CNHはグラフェンを円錐状に巻いた角（horn）

状物質で、先端の円錐部分は五員環の閉構造を

とる。CNH は金属不純物を含まないために安

全性が高く医療分野での応用研究が報告され

ているほか、高い比表面積・高分散性・低コス

トで生産可能といった多くの特徴を有し、ガス

センサへの応用 3-4)も報告されている。今後

様々な電子分野への応用が期待される。今回の

発表では CNHの電気伝導特性を報告する。 

CNH試薬は NECから購入した。機械的に安

定した試料を得るため、導電性の無い PSSと

コンポジット化し成膜した。種々の材料を試し、

オーミック性を確認できた PEDOT:PSSとカー

ボンペーストを電極材料として選んだ。石英基

板上にゾルゲル法で作製した ZnO：Al（AZO）

膜に CNH:PSSを接合させたのち、暗室で室温

における I-V 特性を評価した。光電流は、大気

中、室温においてバイアス 300 V/cmのもと、

パルス幅 10 ns、波長λ=532 nmおよび 1064 nm

のパルス励起光をワンショット照射し、光電流

の過渡応答を記録した。 

図 1に接合での I-V 特性を示す。PEDOT:PSS

を電極とした場合、整流比～10
4、理想係数 2.5

の良好な整流性が得られた。CNH：PSS膜にλ

= 532 nmのパルス励起光を照射したが明確な

応答は得られなかった。膜表面の欠陥が影響し

たと考えられる。一方、λ= 1064 nmで光励起

すると、顕著な光応答信号が得られた（図 2）。 
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図 1 接合の I-V 特性 

 

 

 

 

 

 

図 2 λ=1064 nmの光励起に対する過渡応答 
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